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有機反應の活性化エネルギーに對する置換基の影響.
屋 代 雄 三….1,
物理化學に於ける新實驗法
1.巳0崎博 費 抄諱畢…19
屋 代 雄 三 譯…31
捗 鎌
1.W-WIの 接 痴 電 位差(33)2・ ホ 羹沖 に於 け る放 電 電 壓 に 封 す る険 趣金 禺 の 影礬(册)3.
呂 ツケル ーLに於 け るヘ リウム の牧 容 係 数(34)4・ 晋 發光`Sl》nolu皿inescence)と曾 化 恥 獲 ツh(Sonic
Chemilnminescenm〕(麒5)5.趣晋 渡rこ依 る大 分 子 の切 鎌(35)6.光 に よ り活 們…代 さオしたナ セ
トァ ルデ 匕 ド分子 の 前聯 離 〔prtdisotiation)(36).7・ 璽 棄 をη 盛劑 とせ る ク ロ ラール の光 化 離 的
酸 化(離)8.m行 す る高 温度 粒 子 に よ る氣 韓 の貼 火(37)9.液 殖 瓦 斯 界茴 に 於 け るブ タヂ ェ
ンの接 驕 武 合(盤)10,鐵 及び ダ ング ス テ ン表 両 上 に於 け る窒 棄 同 位 元素 の交 換反 慮(39)1L
電趣 接 觸 水 索添 加 に於 け る活性 化 及 び 渊 剛駄 の性 質(39)12,.化 學的 見地 よ り見 た る金 屬 中 の瓦
斯 の搬 馼({0)13.金 腸 上 の{繊 歳{ヒ種 膜 生 成 の理 論(41)1↓ 放 射 焼 元素 の 燬 性納 餓 へ の吸
満(一次 吸 蔚)(92)Ib,複 分 子 礙 の厚 さの新 測 寒 法.(43)16・ 蛋 肖質 薄膜 の新 しい つ く り方
(43J
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月 刊 自 然 科 學 雜 誌
科 學
編 輯
安藤廣太郎 岡田武松 柴田桂太 大河内正敏






自然科學の進展:目ざ ま しく,.學界の活躍 釜 々盛 んな らん とす る時,y5も
之 に心 を寄 す る人kは 自然 科學全般 の不斷 の情勢 を知 るべ き何等 かの機闘
を必要 とす るで.あらう.
本誌は 英 のNature,米のScience,佛のRevue蛭n鉱te,獨OJ,Katur'
wissenschatten等と使 命 を同 じうする ものであつて 發 刊 以 來10年の叢 月を
閲 し,茲 に全 く我國唯 一の一般 自然科學 雜講 としての 内容 ・砠裁 ・構威 を
具ふ るに到 つた.肇 徒諸 士は 本謝.こよつて初 めて 各 自に必 要な る覗野 を得
られ るであ らう.
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定 價5.0錢(逡 料1.5鐘)電 言舌九 段(33)鱶OI87(4)
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セ ン コ ウセ イ 旋 光 性
optiquo(f)
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セ ン 助 ブ ン セキ 凱:8ρ`vant(m)灘溶 媒
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版
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日 本 化 學 會
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粟京市 日本橋區大傳罵町一丁 目
内 田 老 鶴 圃
備 環京一ニー四六蚕 電鱶茅場町五宏九一番
所
東 京 市 日本 橋 鳳 通=丁 目
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化 學 的 文 獻 の 調 査 に 必 要 な る鍵 は
茲 に 全 く 完 成 す
鍵更 日本化學研 究會 ,:理靱 士 眞 島 利 行
日.1本化毎學 》絡1覧
四 六 倍 翫 ・八 ボtン ト 撰 組 ・笹 難60ZI内 外
定 價一 冴soggy(勉料2錢)絮 引1・00圓 製 本 刑表 紙1.00圓
日本化學總覽は我 が國 に於て發衷せる理 ・工 ・醫 ・藥 ・農の諸學術方而 に亙 る
雜誌 ・報告ll乍・特許公報等約300稲の原報 より化學闘係の業績 は総 て迅速に要點
を抄録報導す。一讀 よく本邦化學 關係研究の報告 及特許等の内容 を容易且つ最 も
經濟的に知悉 し得べ く、研究家、實際象竝 に登明家の研究工夫 に稗盆する處尠か
らざるべ しC毎卷完feる 「著者名及臨物索引」を附 す、本總 覽の活用 上必要缺
くべ か らざるtの に して 、蓋 し本 誌の一 大 特 色 とす。
會 員 略 規
内 容 見 本 道 呈
月刊雑誌"日 本化離絶監"は 本會會止1に配布す。入會御希望の方は牛ケ年分以
上の會費を添へて直接本會に申込 まれた し。
通常會員の食費一一A'分(萌納の事2回 に分納可)次 の如 し
甲種(嚢 引及製本月1炎紙配矯「)9凹74題乙種(索引配布)8円7触
〔rI本化學會其他化酬關係學曾員拉に吊生融臼暫には次の如く割引す甲 稲 鞠1吐媛 乙 種7円 朗賎 〕
瓢李丿蘇韆 既 刊 出 版 物 錣鶉嬲簣
日 本 化 學 總 覽 鰯 一 集 〔明治・大正年間の化學的交猷集録〕 金 七 册
第 一 卷 匸叨呼 鋤 ・第 二 卷 【嚠 一一〇17・第 三 卷 〔鄭 峨?レ 第 四 卷 【*3-6〕
第 五 卷 〔六7一:n・ 第 六 卷 匸*1t-tl〕・ 第 七 卷 、知 一1員⊃
日 本 化 學 總 覺 鏑二集
第 一 卷{昭2}・ 第 二 卷 匸昭3,
舞 五 卷 【嗣61・ 巻 六 卷 匚昭7⊃
第 九 卷 【昭:o〕 。 第 十 卷 圃Lり
〔昭和以段の化畢的文献を集録ナ〕
・ 第 三 卷 罵昭`】
● 第 七 巻 【謡8⊃
・ 第 十 一 卷 〔詔 量2〕
捨 貳 尉
・ 算 四 卷 闇5}
・第 八 巻 【昭 的
















































主 、筆 工學博士 喜 多 源.逾
一訝50錢
….化 學 評 諞 髄讐 嵩'
蚣 料共).
一'第6卷 第1號.
[aoi7炭化・螺 燃 鰍 撚 蜘 ・俘碓 質の一,icll2て{恥二鞘 ゴ・ 秋.w.・ 壊
[2嘲 化學噺 傘 於嚇 嚇 繁及び重膿 の齣....・.峰 阯 干.谷.利.三
匚20.1]Ramanefkct.に就r(コ.17)........理 學 士 松.村 彰 一.・













[20司・舞 隼 牢崇 の蟻 魂 燕 び燃 薩 に俘 ふ 性 質 の 一・二に就 で σ1)・・工 摯 簿 士 秋1ll穣
[os]Bntyleneの果 燥 化 ・..工 學 士 堀n・ 博
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